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協
力
者
一
同 

 

４
月
に
サ
ン
ラ
イ
ズ
大
池
さ
ん
を
訪
問

し
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
演
奏
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
大

き
な
声
で
歌
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
懐
か

し
い
方
に
お
会
い
で
き
た
り
、
楽
し
い
訪

問
に
な
り
ま
し
た
。
サ
ン
ラ
イ
ズ
大
池
の

み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！
後
日
の
サ
ロ
ン
の
茶
話
会
で
、
そ
の

時
の
ビ
デ
オ
を
見
て
楽
し
み
ま
し
た
。 

茶
話
会
で
は
、
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

ど
り
ぃ
む
さ
ん
か
ら
「
移
動
ス
ー
パ
ー
」

の
情
報
提
供
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

す
で
に
深
町
内
で
利
用
し
て
い
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
が
、
関
心
が
あ
る
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

６
月
４
日
は
、
三
原
市
版
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
「
未
来
ノ
ー
ト
」
に
つ
い
て
、

ど
り
ぃ
む
さ
ん
か
ら
お
話
し
い
た
だ
く
予

定
で
す
。 

「
未
来
ノ
ー
ト
」
紹
介
ち
ら
し
よ
り 

 

未
来
ノ
ー
ト
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
明
る
く
前
向
き
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、

作
成
し
た
も
の
で
す
。
ご
自
身
の
人
生
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

～
中

略
～ 

突
然
の
入
院
な
ど
の
時
に
も
役
立

ち
ま
す
！ 

  
  

水
曜
日
１０
時
～
１１
時
３０
分 

・ 

４
日
：「
わ
た
し
の
未
来
ノ
ー
ト
」 

・
１１
日
：
か
み
か
み
体
操
・
フ
ラ
ダ
ン
ス 

・
１８
日
：
脳
ト
レ
・
ボ
ッ
チ
ャ 

・
２５
日 

： 

茶
話
会 

 

★
毎
回
最
初
の
３０
分
は
「
い
き
い
き

体
操
」
で
す
。 

 

持
っ
て
く
る
も
の 

・
飲
み
物
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ 

・
長
い
タ
オ
ル
（
体
操
に
使
い
ま
す
） 

 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
活
動
の
様
子
を 

 

発
信
し
て
い
ま
す
。 

 

https://w
w

w.instagram
.com

/fuka
m

achi.ochanom
a/ 

 

問
い
合
わ
せ
先
（
安
藤
） 

090-5265-3855 
           

        
   

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

 

三
原
市
立
深
小
学
校 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

小
林 

磨
紀 

 
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
素
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
小
林
磨

紀
と
申
し
ま
す
。
な
に
ぶ
ん
初
め
て
の

経
験
で
す
の
で
、
地
域
の
皆
様
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 さ

て
、
今
年
度
は
深
小
学
校
に
新
一

年
生
２
名
の
児
童
が
加
わ
り
、
全
校
児

童
１３
名
（
１２
世
帯
）
と
な
り
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
の
影
響
は
深
町
も
例
外
で

は
な
く
数
年
前
に
比
べ
る
と
更
に
児
童

数
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

で
す
が
、
小
さ
な
町
の
小
さ
な
小
学
校

な
ら
で
は
の
、
上
級
生
が
下
級
生
を
守

り
、
引
っ
張
っ
て
ゆ
く
「
皆
の
顔
が
見

え
る
関
係
」
が
引
き
継
が
れ
育
ま
れ
て

い
る
と
お
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も

達
の
成
長
し
て
い
く
姿
を
こ
れ
か
ら
も

あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。 

私
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
一
年
生
で
す
が
、

子
ど
も
達
に
負
け
な
い
よ
う
頑
張
り
ま

す
。
地
域
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
に

は
交
通
安
全
や
各
種
行
事
等
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。 

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
       

 
  

  

子
ど
も
を
み
ん
な
で 

  
 

守
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

深
小
の
子
供
は 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

○
午
後
３
時
半
頃
に 

下
校
し
ま
す
。 

日
に
よ
り
下
校
時
間
が 

異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

○
近
く
で
、
遠
く
で
、
み
ん
な
で 

 

見
守
り
ま
し
ょ
う
。 

○
あ
い
さ
つ 

 
  

声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う 

 

   

 
 

   

三
原
市
・
月
例 

タ
ー
ゲ
ッ
ト 

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

         三
原
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
月
例
大
会
は
、
５
月
２４

日
（
土
）
に
深
町
・
城
山
コ
ー
ス
に
て
行

う
予
定
で
し
た
が
、
雨
の
為
３１
日
（
土
）

に
延
期
し
ま
し
た
。 

  

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会 

 

事
務
局 

山
内 

好
己 

     

買
い
物
レ
シ
ー
ト
投
函
の
お
願
い 

 

三
原
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会 

会
長 

船
本 

雄
三 

 

若
葉
が
よ
り
深
い
緑
色
に
な
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
は
日
々
健
や
か

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

平
素
よ
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

協
会
へ
格
別
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
度
、
ニ
チ
エ
ー
中
之
町
店
舖
様
の

ご
厚
意
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
５
月
か
ら
設
置
し
て
い
ま
す
。
お

買
い
物
の
際
、
レ
シ
ー
ト
を
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会

の
ボ
ッ
ク
ス
へ
投
函
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
の
運
営
に
寄
与
い
た
し
ま
す

の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 
   

町
内
関
係
各
団
体
等
の
代
表
者
は
次
の

方
々
で
す 

                            

      

西 

永 

隆 

幸 

様 
 
   

六
十
六
歳 

（
上
組 

西
側
講
） 

 

四
月
二
十
八
日 

 

小 

林 

節 

子 

様 
 
 
 

九
十
一
歳 

（
上
組 

西
側
講
） 

 

五
月
二
十
一
日 

    

◆
小
学
校 

 

▼
プ
ー
ル
開
き 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
日 

 

▼
ク
ラ
ブ
活
動 

 
 

 
 
 
 
 

１１
日 

 

▼
放
課
後
子
ど
も
教
室 

 
 
 
 

 

１９
日 

 

▼
耳
鼻
科
検
診 

 
 

 
 

 
 

２４
日 

 

▼
尿
検
査 

 
 

 
 

  

２６
・

２７
日 

 

◆
如
水
館
中
学
・
高
校 

 

▼
南
部
大
会
（
中
・
予
備
日
） 

１
日 

 

▼
朝
会 

教
育
実
習
開
始 

生
徒
会
任
命
式 

身
だ
し
な
み
・
授
業
チ
ェ
ッ
ク 

２
～
９
日 

▼
内
科
検
診
① 

 
 
  

 
 

 

３
日 

▼
各
委
員
会 

学
力
診
断
（
中
） 

就
職
・
公
務
員
模
試
（
高
） 

４
日 

▼
耳
鼻
科
健
診
① 

 
 

 
 

 

５
日 

▼
教
育
振
興
会
総
会 

     
 

 

６
日 

▼
内
科
検
診
② 

到
達
度
テ
ス
ト
（
高
） 

１０
日 

▼
小
論
文
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
高
） 

１１
日 

▼
耳
鼻
科
健
診
② 

 
 
      

１２
日 

▼
内
科
健
診
③  

 
 
 
 
 
 
 

１３
日 

▼
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
（
第
１
回
） 

 

１５
日 

▼
内
科
健
診
④ 

学
年
朝
会
（
高
３
）  

１７
日 

▼
学
年
朝
会
（
高
１
）  

 
    

１８
日 

 

▼
耳
鼻
科
健
診
③ 

学
年
朝
会
（
高
２
）  

１９
日  

 

▼
耳
鼻
科
健
診
④ 

  
        

２０
日 

 

▼
数
学
検
定 

 
                 

２１
日 

 

▼
内
科
健
診
⑤ 

  
          

２４
日 

 

▼
制
服
セ
ミ
ナ
ー  

           

２５
日 

 
▼
耳
鼻
科
健
診
⑤ 

 
 

進
研
総
合
学
力
記
述
模
試
（
高
）     

２６
日 

 

▼
内
科
健
診
⑥ 

 
 

進
研
総
合
学
力
記
述
模
試
（
高
） 

ベ
ネ
ッ
セ
総
合
学
力
テ
ス
ト 

２７
日 

 

▼
期
末
テ
ス
ト
① 

 
        

３０
日 

 
 

   
               

 
 

  
 

 
         

ふ
か
ま
ち
の
ま
ど 

発

行

元 

連

絡

先 

第

号 

深
町
連
合
町
内
会 

.

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

深
町
各
種
団
体
六
月
行
事
予
定 

「ふかまちのまどホームページのアドレスは」
http://www.jcat.ne.jp/~fuka/top.html 

６
月
の
予
定 

サ
ロ
ン
深
っ
か
ふ
か
だ
よ
り 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
だ
よ
り 

Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り

アジサイ バラ 

深
町
子
ど
も
を
守
る
会 
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ど
り
ぃ
む
だ
よ
り 

  
 

 
 

 

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
り
ぃ
む 

 
 
 
 
 

三
原
市
中
之
町
６
丁
目
３１
番
１
号 

 
 

 
 

 
 

電
話 
６１‐

４
４
１
０ 

  

尿
取
り
パ
ッ
ド
・
紙
パ
ン
ツ
の
選
び
方
、

着
け
方
に
つ
い
て 

                                   
 

      
  

 
     

                             

                                                                                     

 

水
無
月
と
は
？ 

  

水
無
月
（
み
な
づ
き
、
み
な
つ
き
）
と

は
、
旧
暦
の
６
月
を
さ
す
和
風
月
名
（
わ

ふ
う
げ
つ
め
い
）。 

２
０
２
５
年
は
６
月
２６
日
～
７
月
２４
日

に
あ
た
る
。（
閏
６
月
は
別
） 

 

「
水
の
無
い
月
」
か
「
水
の
あ
る
月
」
か 

  

水
無
月
の
由
来
は
諸
説
あ
る
が
、
水
無

月
の
「
無
」
は
「
な
い
」
で
は
な
く
、
連

体
助
詞
の
「
の
」
で
あ
り
、
水
無
月
＝

「
水
の
月
」
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
だ
。 

 

旧
暦
６
月
は
田
植
え
の
時
期
に
あ
た
り
、

そ
の
田
植
え
が
一
段
落
し
て
田
に
水
を
引

く
「
水
張
月
（
み
ず
は
り
づ
き
）」「
水
月

（
み
な
づ
き
）
」
を
語
源
と
す
る
説
も
、

「
水
の
月
」
と
似
た
考
え
方
だ
。
人
々
の

暮
ら
し
を
支
え
る
一
大
仕
事
だ
っ
た
田
植

え
を
仕
終
え
た
月
、
す
な
わ
ち
「
皆
仕
尽

（
み
な
し
つ
き
）
」
で
あ
る
と
す
る
説
も

あ
る
。 

 

「
な
」
を
「
鳴
」
と
し
、
水
の
力
が
鳴

り
響
く
月
と
考
え
、
水
の
力
が
新
た
な
物

事
を
生
み
出
す
月
、
と
い
う
説
も
あ
る
。

田
ん
ぼ
の
稲
の
成
長
と
結
び
つ
く
よ
う
な
、

生
命
力
溢
れ
る
名
称
だ
。 

 
ま
た
、
田
植
え
を
終
え
た
こ
の
時
期
は
、

梅
雨
が
あ
け
て
日
照
り
が
続
く
タ
イ
ミ
ン

グ
で
も
あ
り
、
暑
さ
で
水
が
干
上
が
る

「
水
の
無
い
月
」
と
い
う
説
も
、
文
字
通

り
の
語
源
と
し
て
現
代
の
我
々
に
は
理
解

し
や
す
い
。 

 

旧
暦
の
６
月
は
現
代
の
い
つ
？ 

  

そ
も
そ
も
、
旧
暦
の
６
月
と
は
現
代
の

い
つ
に
あ
た
る
の
か
？
旧
暦
の
６
月
と
は
、

旧
暦
の
年
初
か
ら
数
え
て
６
番
目
の
月
の

こ
と
。
新
暦
に
置
き
換
え
る
と
６
月
末
か

ら
８
月
初
旬
に
あ
た
る
。 

 

旧
暦
６
月
は
「
季
夏
」
と
も
呼
ば
れ
る

ほ
か
、
風
待
月
（
か
ぜ
ま
ち
づ
き
）
、
常

夏
月
（
と
こ
な
つ
づ
き
）
、
青
水
無
月

（
あ
お
み
な
づ
き
）、
涸
月
（
こ
げ
つ
）、

鳴
神
月
（
な
る
か
み
づ
き
）
、
林
鍾
（
り

ん
し
ょ
う
）、
葵
月
（
あ
お
い
づ
き
）、
涼

暮
月
（
す
ず
く
れ
づ
き
）
、
松
風
月
（
ま

つ
か
ぜ
づ
き
）
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
異
称

が
あ
る
。 

 

ち
な
み
に
旧
暦
と
は
、
明
治
６
（1873

）

年
に
太
陽
暦
が
採
用
さ
れ
る
前
ま
で
日
本

で
使
わ
れ
て
い
た
太
陰
太
陽
暦
の
こ
と
。

月
が
新
月
と
な
る
日
を
、
各
月
の
始
ま
り

と
考
え
た
。
そ
の
た
め
、
一
カ
月
の
長
さ

は
新
月
か
ら
新
月
ま
で
の
２９
・

５
日
と
な

る
。
旧
暦
の
年
初
は
年
に
よ
っ
て
異
な
り
、

新
暦
の
１
月
下
旬
か
ら
２
月
下
旬
と
な
る
。 

 

宮
中
で
は
、
旧
暦
６
月
と
１２
月
の
晦

日
（
み
そ
か
）
に
「
大
祓
（
お
お
は
ら

え
）
」
と
い
う
禊
（
み
そ
ぎ
）
の
行
事
を

行
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
全
国
の
神
社
に
も

広
ま
り
、
半
年
に
一
度
、
心
身
の
不
浄
を

清
め
る
「
夏
越
の
祓
」
と
「
年
越
の
祓
」

と
な
っ
た
。 

         

夏
越
の
祓
の
代
表
的
な
行
事
は
「
茅

（
ち
）
の
輪
く
ぐ
り
」
。
神
社
の
参
道
な

ど
に
大
人
の
背
丈
ほ
ど
も
あ
る
大
き
な
茅

の
輪
が
も
う
け
ら
れ
て
い
る
の
を
、
目
に

し
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
こ

の
輪
を
く
ぐ
る
こ
と
で
穢
れ
（
け
が
れ
）

を
払
い
、
無
病
息
災
や
家
内
安
全
を
願
う
。 

 

く
ぐ
り
方
は
各
社
に
よ
り
違
い
が
あ
る

が
、
一
般
的
に
は
横
倒
し
の
「
８
の
字
」

を
描
く
よ
う
に
、
左
回
り
、
右
回
り
、
左

回
り
と
３
回
く
ぐ
り
、
最
後
に
正
面
か
ら

ま
っ
す
ぐ
く
ぐ
っ
て
、
神
社
に
参
拝
す
る
。

「
水
無
月
の
夏
越
の
祓
す
る
人
は 

千
歳

の
命
延
ぶ
と
い
ふ
な
り
」
と
い
う
『
拾
遺

和
歌
集
』
の
歌
の
詞
を
、
唱
え
な
が
ら
く

ぐ
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

ま
た
、
神
社
で
は
「
人
形
代
（
ひ
と
か

た
し
ろ
）
」
と
い
う
人
の
形
を
し
た
紙
に

息
を
吹
き
か
け
、
そ
の
人
形
で
体
を
な
で

て
穢
れ
を
移
し
、
そ
れ
を
川
や
海
に
流
す

と
い
う
お
祓
い
も
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

和
菓
子
の
「
水
無
月
」 

 

京
都
で
は
６
月
３０
日
に
、
三
角
形
に

切
っ
た
白
い
「
う
い
ろ
う
」
に
、
炊
い
た

小
豆
を
の
せ
た
「
水
無
月
」
と
い
う
和
菓

子
を
食
べ
る
風
習
が
あ
る
。
こ
の
形
は
、

氷
室
か
ら
切
り
出
し
た
氷
を
模
し
て
お
り
、

小
豆
の
赤
色
に
は
邪
気
払
い
の
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
京
都
の
夏
越
の
祓
に
欠

か
せ
な
い
季
節
の
銘
菓
だ
。 

         

な
お
、
旧
暦
６
月
１
日
は
「
氷
の
朔
日

（
つ
い
た
ち
）
」
と
呼
ば
れ
、
平
安
時
代

の
宮
中
で
は
、
西
賀
茂
地
区
の
氷
室
に
保

存
し
て
い
た
氷
を
食
べ
る
「
氷
室
の
節
会
」

と
い
う
暑
気
払
い
の
風
習
が
行
わ
れ
て
い

た
と
い
う
。
本
格
的
な
夏
を
前
に
、
涼
を

と
る
風
雅
な
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

当
時
、
高
級
品
で
あ
る
本
物
の
氷
を
口

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
庶
民
は
、

氷
の
形
を
模
し
た
水
無
月
や
、
冬
の
間
に

餅
を
寒
ざ
ら
し
し
て
乾
燥
さ
せ
た
「
氷
餅
」

な
ど
を
食
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
や

が
て
、
夏
越
の
祓
の
行
事
食
と
し
て
定
着

し
た
と
い
う
わ
け
だ
。 

 

ほ
か
の
月
名
は
？ 

  

１
月
：
睦
月
（
む
つ
き
） 

 

２
月
：
如
月
（
き
さ
ら
ぎ
） 

 

３
月
：
弥
生
（
や
よ
い
） 

 

４
月
：
卯
月
（
う
づ
き
） 

 

５
月
：
皐
月
（
さ
つ
き
） 

 

６
月
：
水
無
月
（
み
な
づ
き
、
み
な
つ
き
） 

 

７
月
：
文
月
（
ふ
み
づ
き
、
ふ
づ
き
） 

 

８
月
：
葉
月
（
は
づ
き
、
は
つ
き
） 

 

９
月
：
長
月
（
な
が
つ
き
、
な
が
づ
き
） 

 

１０
月
：
神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
） 

 

１１
月
：
霜
月
（
し
も
つ
き
） 

 

１２
月
：
師
走
（
し
わ
す
） 

 

半
年
を
振
り
返
り
心
穏
や
か
に
過
ご
す 

  

水
無
月
は
、
１
年
の
折
り
返
し
地
点
に

当
た
る
季
節
。
こ
の
時
期
の
日
本
は
気
温

や
湿
度
が
高
く
、
夏
バ
テ
な
ど
の
体
の
不

調
を
感
じ
始
め
る
時
で
も
あ
る
。
半
年
が

ん
ば
っ
た
自
分
を
ね
ぎ
ら
い
、
こ
こ
で
一

息
つ
い
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。 

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー 

着け方のポイント 夜間は吸収量の多い 
ものを上手に使うこと 

パッドと紙パンツ・紙オムツ 
を組み合わせて使うこと 

【尿取りパッド】  
下着に当てて尿漏れに備えたり、
紙パンツ、紙オムツと伴用して使
ったりするものです。 

☝パッド使用時のポイント


